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画業 50 年。円熟期に入った独学の写実画家
が、柳田補さんです。永遠にみずみずしい果物
や野菜の静物画、絵のなかで微笑み、何かを
語りかけてくるような人物画、そして愛着ある故
郷・松山や研鑽を積んだフランスを描いた風景
画など、どれもが魂のこもった作品であり、同
郷人としてもギャラリストとしても自信をもって紹
介したい作家です。集大成となる４月の個展に
もぜひ期待してください。
（オーナー・二宮真理子）
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銀座かわうそ画廊
東京都中央区京橋3-6-21 十合ビル3階
☎03（3535）3931
やなぎだ・たすく
1948年愛媛県生まれ。86 ～ 89年フランス滞在。90年
愛媛県立美術館分館にて油彩画展。2015年銀座かわうそ
画廊にて個展。
今後の予定 4月23日～29日　個展（銀座かわうそ画廊）
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